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１ 【臨時報告書の訂正報告書の提出理由】

平成28年３月22日に金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号

の規定に基づき提出いたしました臨時報告書の記載事項に一部訂正がありましたので、金融商品取引法第24条の５第

５項の規定に基づき、臨時報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

２　報告内容

(1) 当該事象の発生年月日

(2) 当該事象の内容

(3) 当該事象の損益に与える影響

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

(訂正前)

(1) 当該事象の発生年月日

平成28年３月18日

 
(2) 当該事象の内容

平成28年３月18日開催の取締役会において、投資有価証券の売却を決議したことにより、投資有価証券売却

損及び平成28年３月期第３四半期までに計上していた投資有価証券評価損の戻入れを計上するものでありま

す。

 
(3) 当該事象の損益に与える影響

当該投資有価証券の売却に伴い、平成28年３月期決算において、営業外費用として投資有価証券売却損904百

万円及び投資有価証券評価損368百万円の戻入れを計上する予定であります。

 
(訂正後)

(1) 当該事象の発生年月日

①　平成28年５月10日

②　平成28年５月31日

 
(2) 当該事象の内容

①　その他有価証券に区分される保有投資有価証券のうち、デリバティブ内包型の債券の時価が低下したこと

に伴い、投資有価証券評価損を計上する必要が生じたものであります。

②　平成28年３月18日開催の取締役会において、投資有価証券の売却を決議したことにより、投資有価証券売

却損及び平成28年３月期までに計上していた投資有価証券評価損の戻入れを計上するものであります。

 

(3) 当該事象の損益に与える影響

①　平成28年３月期第４四半期会計期間において、営業外費用として投資有価証券評価損449百万円を計上する

予定であります。

②　当該投資有価証券の売却に伴い、平成29年３月期第１四半期会計期間において、営業外費用として投資有

価証券売却損904百万円及び投資有価証券評価損の戻入(投資有価証券評価益)804百万円を計上する予定であ

ります。

 

以　上
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